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甲府中学・甲府一高

東京同窓会
平成13年度

総会資料

平成13年７月13日

　　於　東京會舘



甲府中学・甲府一高平成13年度東京同窓会式次第

第一部総会　（17 : 00～18 : 00）

日時：平成13年７月13日（金）17時　開会

会場：東京會舘　本館11階ｺﾞｰﾙﾄﾞﾙｰﾑ（総会）

　　　　　　　　　　　９階ﾛｰｽﾞﾙ･-ﾑ（懇親会）

一、開会の辞

一、会長挨拶

一、同窓物故老哀悼

一、議事

１）審議事項

　１号議案　東京同窓会平成12年度会計報告

　２号議案　東京同窓会平成12年度監査報告

３号議案

司会　当番幹事　38年卒

　　　　　　　　54年卒

　　　　　当番幹事長

　　　　　会長

議長

東京同窓会平成13年度予算(案)について

Ｈ）報告事項

　１）東京同窓会基金の報告と今後の課題について

　２）一紅会の活動状況について

一、来賓御挨拶

一、閉会の辞

第二部懇親会（18 : oo～2o : oo）

　一、開会の挨拶

　一、讃歌“…明日の為に…”

一、乾杯

一、食事および歓談

一、クイズ

一、フィナーレ

匹i.･｡｡･｡･ゝ

前年度幹事

監事

当番幹事

副会長

一紅会　会長

甲府一高校長

同窓会長

当番幹事

　司会（元ＹＢＳアナウンサー）

　　　　　　　　　当番幹事長

作詞・作曲・独唱　３８年卒

　　　　　　　　　　　　伴奏

　　　　　　東京同窓会会長

｢甲斐の国不思議発見｣

校歌斉唱
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坂井

北沢

武内

渡辺

照光

昌彦

紘司

喜一

渡辺　喜一

雨宮　　忠

小宮山　優

山田　常夫

神山　　茂

五十嵐節子

山本　秀彦様

井上　雅雄様

矢口百合子

伊藤

武内

伊東

田中

渡辺

英敏

紘司

　剛

明子

喜一

参加者全員

　　　以上



平成１２年度 東京同窓会会計報告（実績／予算）

項　　目 平成12年度実績 平成12年度予算 増減

[収入の部] 円 円 円

１．前期繰越金 ５２８，３４０ ５２８，３４０ ０

２．同窓会参加費用 ４，６７０，０００ ５，０００，０００ △３３０，０００

３．祝　金・寄附金 ７０， ０００ ５０， ０００ ２ ０， ０００

４．日新鐘・広告収入 ４，０８０，０００ ３，７００，０００ ３８０，０００

５．雑収入（含む利息） ４１ ７ ０ ４ １ ７

合　計 ９，３４８，７５７ ９，２７８，３４０ ７０，４ １ ７

[支出の部] 円 円 円

１．総会・懇親会費

　　(イベント費用)
５，３４５，６０７ ５，５００，０００ △１ ５４，３９３

２．役員会員(当番幹事会) ３８４，７４０ ５００，０００ △１ １ ５，２６０

３．幹事会費（12.5.15） ４０７，７３６ ４００，０００ ７，７３６

４．通信・印刷費 ７５６，５５４ ６７０，０００ △８ ６，５５４

５．日新鐘・印刷制作費 １，２６０，８７４ ９００，０００ ３６０，８７４

６．広告　印刷・通信費 ３３３，２６０ ４００，０００ △６ ６，７４０

７．一紅会費用　勘定 ２００，０００ ２００，０００ ０

８．運営基金 ０ ０

９．引き継ぎ式費用 ８０， ０００ ８０， ０００ ０

10.雑　費 ９０， ６３６ １ ０ ０， ０００ △９，３６４

合　計 ８，８５９，４０７ ８，７５０，０００ １ ０ ９，４０７

次期繰越金 ４８９，３５０ ５２８，３４０ △３ ８，９９０

合　計 ９，３４８，７５７ ９，２７８，３４０ ７０， ４１ ７

監査報 告

会則により、平成12年度会計（平成11年９月１日～平成12年８月31日）に係る収支決算

内容について、諸帳票ならびに証拠書類と対照監査の結果、適正に処理が為されていることを

認めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　平成12年９月

東京同窓会 会長　渡辺喜一殿
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監　事　小宮山　優

監　事　飯野　　亨
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甲府中学・甲府一高東京同窓会

平成13年度予算（案）

平成13年５月９日

項　　　　目 平成13年度予算 平成12年度実績

｢収入の部｣ 円 円

１．前期繰越金 ４８９，３５０ ５２８，３４０

２．同窓会参加費用 ５，０００，０００ ４，６７０，０００

３．祝い金 ５０，０００ ７０，０００

４．日新鐘・広告収入 ３，７００，０００ ４，０８０，０００

５．雑収入 ０ ４１ ７

合　計 ９，２３９，３５０ ９，３４８，７５７

｢支出の部｣ 円 円

１．総会.懇親会費
　(イベント費用を含む)

５，４００，０００ ５，３４５，６０７

２．役員会費（当番幹事会） ４００，０００ ３８４，７４０

３．幹事会費（13.5.9） ４００，０００ ４０７，７３６

４．通信・印刷費 ８００，０００ ７５６，５５４

５．日新鐘・印刷制作費 １，１ ０ ０， ０００ １，２６０，８７４

６．広告印刷・通信費 ３００，０００ ３３３，２６０

７．一紅会費用勘定 ２００，０００ ２００，０００

８．引き継ぎ式費用 ８０，０００ ８０，０００

９．雑費 ７０，０００ ９０，６３６

小　計 ８，７５０，０００ ８，８５９，４０７

次期繰越金 ４８９，３５０ ４８９，３５０

合　計 ９，２３９，３５０ ９，３４８，７５７
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東京同窓会積立基金報告（平成６年～１３年度） 平成１３年３月２１日現在

氏　　名 卒業年次 日付
基金への

　入金

その他

　入金

その他

　出会 残高 備　　考
H6 ¥1､000 ¥1､000 新規渡辺喜一氏名義口座開設

赤沢誠 大正15 H6.9.9 ¥10､000 ¥11､000

河西静夫 大正15 H6.9.9 ¥10.000 ¥21,000

丹沢平治 昭和　８ H6.9.9 ¥10.000 ¥31,000

戸沢正男 昭和　８ H6.9.9 ¥10､000 ¥41､000

渡辺喜一 昭和18 H6.9.9 ¥30.000 ¥71､000

三一会(昭和31年卒

業生有志)
H6,9.9 ¥30,000 Y101,000

H7.4.1 ¥600 ￥101.600 利子(普通口座)

H7 赤沢誠 大正15 H7.6.2 ¥10､000 ¥111.600

河西静夫 大正15 H7.6.2 ¥10､000 ¥121､600

伊藤豊明 大正15 H7.6.2 ¥10.000 ¥131､600

内藤幸雄 昭和　７ H7.6.2 ¥10､000 ¥141､600

丹沢平治 昭和　８ H7.6.2 ¥10､000 ¥151,600

小林健二 昭和　９ H7.6.2 ¥10､000 ¥161､600

功刀包雄 昭和　９ H7.6.2 ¥10.000 ¥171､600

米沢慎吾 昭和17 H7.6.2 ¥10､000 ¥181､600

高沢富男 昭和19 H7.6.2 ¥10,000 ¥191.600

志村司郎 昭和20 H7.6.2 ¥100､000 ¥291.600

望月三郎 昭和22 H7.6.2 ¥10､000 ¥301,600

依田智治 昭和25 H7.6.2 ¥10.000 ¥311,600

石原要三 昭和26 H7.6､2 ¥10､000 ¥321,600

成瀬知則 昭和27 H7.6.2 ¥10,000 ¥331､600

粟村のり 昭和31 H7.6､2 ¥10､000 ¥341､600

伴野匡 昭和19 H7.9.13 ¥100､000 ¥441､600

神童会(昭和32年卒

業生有志)
H7.9.21 ¥50,000 ¥491,600

石川慎吾 昭和29 H8.1.22 ¥10､000 ¥501､600

H8.1.23 ¥480,000 ¥21､600 実行委員準備資金

立川孝幸 昭和17 H8.2.8 ¥10､000 ¥31,600

大森雅典 昭和16 H8.3.12 ¥10､000 ¥41.600

神山茂 昭和30 H8.3.18 ¥100.000 ¥141､600

H8.4.1 ¥313 ¥141､913 利子(普通口座)

昭和16年卒業生有志 H8.4.26 ¥100､000 ¥241.913

H8.6.6 ¥220､000 ¥21､913 実行委員準備資金

¥540 ¥21.373 口座徴収料

H8 白倉一郎 昭和　９ H8.7.4 ¥10.000 ¥31､373

広瀬寛 昭和20 H8.7.4 ¥10,000 ¥41､373

浅川博道 昭和29 H8.7.4 ¥10.000 ¥51.373

井上健造 昭和20 H8.7.5 ¥10,000 ¥61､373

高沢富男 昭和19 H8.7.5 ¥10､000 ¥71,373

小畑喧司 昭和33 H8.7.9 ¥10､000 ¥81,373

林睦夫 大正15 H8.7.14 ¥10､000 ¥91､373

小宮山静子(昭和19

年卒故欣一氏未亡人)
H8.7.25 ¥10,000 ¥101,373

H8.8.2 ¥700,000 ¥801,373
実行会委員長(樋川紘一氏)

より返却

内藤文三 昭和10 H8.8.8 ¥10､000 ¥811､373

丹沢平治 昭和　８ H8.8.8 ¥10,000 ¥821.373
秋山哲郎 昭和23 H8.8.8 ¥10,000 ¥831､373

野尻卓男 昭和10 H8.8.8 y10,000 ¥841､373

保坂正文 昭和　８ H8.8.8 ¥20,000 ¥861､373
河西静夫 大正15 H8.8.8 ¥10,000 ¥871,373
須藤芳郎 昭和　６ H8.8.8 ¥10,000 ¥881.373

樋泉荘平 昭和　８ H8.8.8 ¥5,000 ¥886.373
奥村典夫 昭和　８ H8､8.8 ¥10､000 ¥896.373

伊藤豊明 大正15 H8.8.8 ¥10､000 ¥906､373
赤沢誠 大正15 H8.8.8 ¥10､000 ¥916,373

三三会(昭和33年卒

業生有志)
H8.8,8 ¥50,000 ¥966,373

内藤健二 昭和27 H8.9.11 ￥10､000 ¥976,373

H9 H9.2.24 ￥1,440 ¥977.813 利子C定期口座）

坂本順二 昭和23.24 H9.3.5 ¥10､000 ¥987,813

新津成美 昭和Ｈ H9.3.11 ¥10､000 ¥997､813

志村昌也 昭和35 H9.3.12 ¥10､000 ¥1,007､813

¥720 ¥1､007､093 口座徴収料
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H9 H9.41 ¥68 ¥1､007､161 利子(普通口座)
新津成美 昭和11 H9.7.7 ￥10､000 ￥1､017､161

雨宮喬子 昭和40 H9.7.8 ¥3,000 ¥1,020､161

鯨 朗照男 昭和20 H9.7.15 ¥10､000 ¥1､030､161

伊藤一行 昭和23.24 H9.7.31 ￥10､000 ￥1､040,161

赤沢誠 大正15 H9.8.25 ￥10､000 ¥1､050､161

内藤文三 昭和10 H9.8.25 ￥10,000 ¥1､060､161

丹沢平治 昭和　８ H9.8.25 ¥10.000 ¥1､070,161

白倉一郎 昭和　９ H9.8.25 ￥10､000 ¥1､080j61

関昇二 昭和１１ H9.8.25 ￥10､000 ¥1､090､161

丸茂紀彦 昭和34 H9.8.25 ￥10､000 ¥1､100､161

河西静夫 大正15 H9.8.25 ￥10､000 ￥1,110､161

石原要三 昭和26 H9.8.25 ¥10､000 ￥1､120､161

飯田知雄 昭和26 H9.8.25 ￥10､000 ￥1,130､161

村松和明 昭和39 H9.8.25 ¥10､000 ¥1､140､161

伊藤豊明 大正15 H9.8.25 ¥10,000 ¥1､150､161

中尾栄一 昭和23 H9.8.25 ¥10､000 ¥1,160､161

伴野正枝 昭和50 H9.8.25 ￥10､000 ￥1,170､161

小田切照男 昭和26 H9.8.25 ￥10.000 ¥1､180､161

山紫会 昭和34 H9.9.2 ¥100､000 ¥1､280､161

名取忠昭 昭和29 H9.9.11 ¥10､000 ￥1､290､161

¥690 ¥1,289,471 口座徴収料

H10 H10.4.1 ¥112 ¥1､289､583 利子(普通口座･)

H10.4.10 ¥950 ¥1､290､533 利子(定期口座)
丹沢平治 昭和　８ H10.7.8 ¥10､000 ¥1.300､533

白倉一郎 昭和　９ H10.7.8 ¥10､000 ¥1､310､533

新津成美 昭和11 H10.7.8 ¥10､000 ￥1､320､533

松田好雄 昭和35 H10.7.8 ¥10､000 ¥1､330､533

橘田知平 大正15 H10.7.8 ¥10､000 ¥1､340､533

河西静夫 大正15 H10.7.8 ¥10､000 ¥1,350,533

木下実三 昭和36 H10.7.8 ￥10､000 ¥1､360､533

清水文雄 昭和30 H10.7.8 ¥10､000 ¥1､370､533

岩下定寛 昭和12 H10.7.8 ¥10､000 ¥1,380､533

清水好二郎 昭和12 H10.7.8 ¥10､000 ￥1,390､533

石原要三 昭和26 H10.7.8 ¥10､000 ￥1､400､533

内藤文三 昭和16 H10.7.8 ¥5､000 ¥1,405､533

岩松勇 昭和12 H10.7.9 ¥10､000 ¥1､415､533

望月　正直 昭和21 H10.7.10 ¥10､000 ¥1､425､533

志村司郎 昭和20 H10.7.27 ¥20､000 ￥1,445､533

三五会(昭和35年卒

業生有志)
昭和35 H10､8.21 ¥50,000 ￥1,495,533

山田耕作 昭和20 H10.9.9 ￥10､000 ￥1､505､533

鈴木康雄 昭和44 H10.9.30 ￥10､000 ¥1､515､533
篠原武雄 昭和１１ H10.10.22 ￥10､000 ¥1､525､533

横森欣司 昭和40 H10.10.30 ¥10､000 ¥1,535､533

H10.12.10 ¥1､602 ￥1､537､135 利子(定期口座)
¥650 ¥1､536.485 口座徴収料

-
H11 羽『百司

-

大正15 H11.2.17 ￥10.000 ¥1,546,485

H11.4.1 ¥71 ¥1,546.556 利子(普通口座)

H11.4.7 ￥1､942 ￥1,548､498 利子(定期口座)
鈴木源次郎 昭和12 H11,7.12 ￥10､000 ¥1､558､498

昭和36年卒業生有志 ¥9,456 ¥1､567､954 平成11年7月～9月
¥140 ¥1､567､814 口座徴収料

H12 Ｈ１２４１ ¥62
一

¥1.567､876 利子で普通貨亘）
一

合　　計 H13.3.21現在 YI,562,456

-

¥708,160

-

¥702,740

一

¥1,567,876
(基金幻Ｆぞの他入金)

　　　　－(その他出金)

「東京同窓会積立基金」規定の一部改定について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１３年５月９日

　規定の(3)イ､寄付金額は101万円とし応募口数に制限は設けない｡の下線部を1千円とし、

下記の通りとする。

　イ､寄付金額は101千円とし応募ロ数に制限はもうけない。
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■

物故者氏名

　下記の方々は、平成12年度総会以降平成13年６月２５日までに、ご遺族や各学年幹事

様からご連絡をいただきました。なお、今回新たに判った方も掲載いたしました。
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｀ｙｓ

心 こに慎んで哀悼の意を表します。

　
典
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完
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三
　
敏
敬
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要
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隆
　
　
船
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保
　
仁
　
　
匡

富
好
三

雄
也
　
松
三
　
　
一
弘
　
　
朗

久
三
　
治
造
泉
雄
一

二　
優
宏

司
忠
和
人

健
恭
喜
幸

（上笹）好美

木　紀　充

野　修　司

(昭和　７年卒)

(昭和　８年卒)

(昭和　８年卒)

(昭和　８年卒)

(昭和　８年卒)

(昭和　９年卒)

(昭和10年卒)

(昭和12年卒)

(昭和12年卒)

(昭和13年卒)

(昭和13年卒)

(昭和13年卒)

(昭和13年卒)

(昭和13年卒)

(昭和13年卒)

(昭和14年卒)

(昭和14年卒)
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平 成 １３ 年 度

甲府中学ｉ甲府一高 東京同窓会　役員名簿

(平成１２年７月１５日～)

役 名 �
氏　　名

卒業年次

会　長 �
渡 辺 喜 一

昭和１８年卒

副会長 �
恩　田　　宗　

昭和２７年卒

副会長 �
神　山　　茂　

昭和３０年卒

副会長 �
井 上 幸 彦

昭和３１年卒

副会長 �
笠　井　莞　爾

昭和３３年卒

副会長 �
五十嵐 節 子

昭和２９年卒

監　事 �
小宮山　　優

昭和20年Ｂ卒

監　事 �
内 藤 健 二

昭和２７年卒

顧　問 �
大 森 雅 典

昭和１６年卒

顧　問 �
立　川　孝　幸

昭和１７年卒

顧　問 �
飯　野　　亨

昭和２３年卒

以 内 ぷ ふ 纏々
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甲府中学・甲府―高 東京同窓会　学年幹事名簿
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卒業年次 � 氏　 名 �昭３５年卒
���志　村　昌　也

大１５年卒 �赤 裸　 誠 ��大　野　紘　一

昭 ２～６年 ���作　道　　 恒

昭　７年卒 �手 塚 滝 男 �昭３６年卒 �土　川　俊　雄

�窪田博芳 ��中　村　敏　男

昭　８年卒 �丹 沢 平 治 ��前　馬　美代子

昭　９年卒 �三　野　正　吾 �昭３７年卒 �雨　宮　　忠

昭１０年卒 �野　尻　卓　男 ��廣　池　哲　夫

昭１１年卒 �新　津　成　美 ��小　松　寿　恵

昭１２年卒 �清　水　好二郎 ��樋　泉　蜻　志

昭１３年卒 �宮　沢　邦　夫 �昭３８年卒 �武　内　紘　司

昭１４年卒 �篠　田　民　雄 ��山　田　常　夫

�瀬　川　源　吾 ��矢　口　百合子

昭１５年卒 �伊 藤 好 民 �昭３９年卒 �飯　島　善一郎

昭１６年卒 �大 塚 喬 清 ��小　林　牧　子
�藤村浩介 �昭４０年卒 �斉　藤　勝　人

�武　井　富士弘 ��原　　 護

昭１７年卒 �一之瀬　幸　男 ��水　谷　園　江

昭１８年卒 �柳　憚　十四男 �昭４１年卒 �雨　宮　勝　美

昭１９年卒 �跡 部 安 造 ��高　木　悦　子

�依　田　陽　一�昭４２年卒 �古　郡　　寛

昭２０年卒Ａ�水　本　新　平 ��鶴　田　裕　恵

昭２０年卒Ｂ�井 上 健 造 �昭４３年卒 �池　田　秀　雄

�石　川　覆次郎�昭４４年卒 �清　水　　昭

昭２１年卒 �加賀美　　彰 ��木　造　直　美

昭２２年卒 �j 夕 �昭４５年卒 �百　瀬　良　彦 �
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�小田切　照　男 ��高　地　貞　雄

昭２７年卒 �恩　田　　宗 ��山　田　陽　子
�窪　田　忠　誠�昭48 年 卒 �八　田　政　仁
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�五十嵐節子 ��杉　本　光　子

昭３０年卒 �神　山　　 茂 �昭５０年卒 �軽 石 泰 孝

�井　上　若　子 ��中　鳥　真　理

昭３１年卒 �孚　賀　一　郎 �昭５１年卒 �海 沼 弘 忠
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�斉　藤　芳　樹�昭５３年卒 �雨　宮　　均

�飯　田　冨美子 ��坂　本　浩　志

昭３４年卒 �内　●　　 勲 �昭５４年卒 �田　中　哲　哉
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(會長)
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小松 鼻 息

四(事薦 局)
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高木 悦子

小林 ゆかり
鶴岡 明美
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々木 まち子
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　　　(名

第一条

平成５年６月17日

平成12年７月14日改正

山梨県立甲府中学校甲府第一高等学校

　　　　東京同窓会会則

第一章　　総　　則

称）

　この会は、山梨県立甲府中学校甲府第一高等学校東京同窓会という

(事務所)

第二条

　　　(目

第三条

　　　(事

第四条

　この会は、事務所を会長の指定する東京都内に置く。

的）

　この会は、会員相互の親睦を図ることを目的とする。

業）

　前条の目的を達成するため、この会は次の事業を行う。

　　　一、会報及び会員名簿の発行

　　　二、各種集会の開催

　　　三、その他必要な事項

第二章　　会　　員

(会員の種類)

第五条

２

３

４

　この会の会員を分け次の三種とする。

　　　一、普通会員

　　　二、名誉会員

　　　三、特別会員

　普通会員は、徽典館中学科、山梨県立甲府中学校又は山梨県立甲府第一

高等学校（以下母校という。）の卒業生及び母校に在籍した者で首都圏に

在住する者並びにこれに準ずる者とする。

　名誉会員は、普通会員のうち、満八十才以上の者とする。

　特別会員は、母校校長及び母校に功労があった者で、総会において推薦

された者とする。



(役員の種類)

第六条

　　　(任

第七条

　　　　２

　　　　３

　　　　４

　　　　(選

第八条

　　　　２

３

第九条

第三章　　役　　員

　この会に次の役員を置く。

　　　一、会　　長　　　　　　一　名

　　　二、副会長　　　　　　五名以内

　　　三、学年幹事　　　　　　若干名

　　　四、監　　事　　　　　　　二　名

務）

　会長はこの会を代表し、会務を統括する。

　副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときはその職務を代行する。

　学年幹事は、会務を処理する。

　監事は、会計を監査し、総会に報告する。

　出）

　会長は、総会において会員のうちから選出する。

　副会長、学年幹事及び監事は、会員のうちから総会の議を経て、会長が

これを委嘱する。但し副会長、監事の候補者は別に定める運用規程により

選出する。

　学年幹事の候補者は、各卒業期毎に、三名以内を互選する。

(任期)

　　　役員の任期はすべて二年とし，再任を妨げない。但し，副会長，監事は

　　原則として三期を限度とする。

２

第十条

　　　　２

　　　　３

　　　　４

補欠により就任した者の任期は、前任者の残存期間とする。

第四章　　名誉会長及び顧問

　この会に名誉会長及び顧問若干名を置くことができる。

　名誉会長は、会員のうちから総会の議を経て、会長これを推戴する。

　顧問は、会員のうちから総会の議を経て、会長これを委嘱する。

　名誉会長及び顧問は、会長の諮問に応じ重要事項に参画し、又は役員会

に出席して意見を述べることができる。

－12－
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｜

｜

　　　(種

第十一条

　　　(招

第十二条

２

第十三条

　　　(議

第十四条

第十五条

　　　２

　　　(経

第十六条

２

第五章　　会　　議

類）

　会議は、総会及び幹事会とする。

集）

　総会は、定期総会及び臨時総会とし、定期総会は毎年一回会長がこれを

招集する。

　臨時総会は、会長が必要と認めたとき、学年幹事の過半数から会議の目

的である事項を示して開催の請求があったとき会長がこれを招集する。

　幹事会は年一回以上開催し、招集は総会に準ずる。

事）

　会長は、会議の議長となり議事を処理する。

　採決を要するときは、出席者の過半数をもって決する。

　可否同数のときは、議長がこれを決する。

第六章　　会　　計

費）

　この会の経費は、次に掲げるものをもってこれに当てる。

　　　一、会費

　　　二、寄附金

　　　三、借入金

　　　四、雑収入

　名誉会員については、会費を免除する。

　　　(会計年度)

第十七条　　この会の会計年度は、毎年９月１日に始まり、翌年８月31日に終わる。

第七章　　雑　　則

　　　(異動通知)

第十八条　　会員は、その氏名、住所、職業等に異動があったときは、速やかに会に

　　　　　通知するものとする。

　　　(会則の変更)

第十九条　　この会則は、総会の決議によらなければ変更できない。

13－



L

「東京同窓会積立基金」規定

（１）甲府中学一高東京同窓会（以下同窓会とし

　　　図るための資金確保を目的とする。

平成７年９月19日

平成13年５月９日改定

引運営の円滑維持および充実化を

（２）本資金は会員有志からの寄付によるものとし毎年実施する。資金名称は「東京

　　　同窓会積立基金」とする。

（３）本基金に関する寄付応募方法は次の通りとする。

　イ、寄付額は１０１千円とし応募口数に制限は設けない

　ロ、応募方法は下記郵便局口座への振込みとする。

　　　　　　　　　　郵便局名　高輪台郵便局

　　　　　　　　　　口座番号　Ｏ０１６０－５－７２４６１５

　　　　　　　　　　ロ座名　甲府中学一高東京同窓会

（４）本基金の管理および使用方法は次の通りとする。

イ、本基金管理責任者は東京同窓会長とし、事務取り扱いは同窓会事務局（担当

　　副会長）が担当する。

ロ、本基金は、各年度の運営資金会計とは別会計とする。

　　　（注）従来の預金口座とは別の口座を設ける。

ハ、当該年度の総会等の行事を担当する実行委員長は、準備期間中必要とする資

　　金について本基金から借り入れ使用が認められる。

ニ、実行委員長から準備資金必要額を事務局に申し出があった場合、事務局はこ

　　れを検討のうえ会長の承認を経て貸与する事とし、決定額を当該年度運営口座

　　　（従来の山梨中銀口座）に振込みを行う。

ホ、実行委員長は当該年度会計の決算終了後、貸与された資金を事務局宛返却す

　　る。（返却方法は高輪台郵便局基金口座宛振込）

（５）前記以外の本基金に関する管理並びに使用等については、必要の都度正副会長

　　会議において協議決定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）
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ト

｜

１

「一紅会」会　則

第１条　この会は「一紅会」という。

第２条　この会は、「甲府中学・甲府一高東京同窓会」の中に置く。

第３条　会員は、甲府一高卒業の女性とする。

第４条　この会は会員相互の親睦を図るとともに、東京同窓会の充実発展に、寄与す

　　　　ることを目的とする。

第５条　この会の役員と役員の選出は次のとおりとする。

　　　　①幹事　各卒業期ごとに１名を互選し、「一紅会幹事会」とする。

　　　　②会長１名　幹事会の総意で選出する。

　　　　③副会長１名　幹事会の総意で選出する。

　　　　④会計１名　幹事会の総意で選出する。

　　　　⑤任期はいずれも２年間とし再選を妨げない。

第６条　幹事会は、次のことを行う。

　　　　①幹事会を年２回以上開催。

　　　　②第４条の目的を達成するための諸事業の企画・実行。

　　　　③東京同窓会の理事会等出席。

　　　　④予算・決算に関すること。

　　　　⑤その他

第７条　この会の運営を円滑にするため事務局を置き、東京同窓会の当番学年が幹事

　　　　を含め２名から３名でこれに当る

第８条　この会の運営は次の費用で賄う。

　　　　①東京同窓会よりの援助金

　　　　②寄付金

　　　　③雑収入

第９条　この会の会計年度は毎年９月１日より翌年８月31日までとする。

第10条　この会則は、平成９年２月１日より施行する。

附則

　１、この会則は、平成９年２月１日より施行する。

　　　ただし、第５条④　の規定は、平成12年11月13日より施行する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上



「－紅会」について

〃■・‐

　１９９５年東京同窓会からの呼びかけで甲府一高女性ネットワークの会がうま

れ、１９９６年３月７日「一紅会」として正式に発足しました。

　「一紅会」は、甲府一高を卒業した女性が学年を越えて交友関係を深め、さらに

東京同窓会に多くの女性が参加するよう呼びかけ、東京同窓会を盛り上げようと

いう主旨で発会しました、

　「－紅会」の名称は甲府一高の「－」と校旗・女子制服の蝶ネクタイの「紅」に

ちなんで決定され、会則も１９９７年２月11ﾖ付で制定されております。

　現在は東京同窓会の各学年幹事の方々から推薦された、男女共学が始まった昭

和２８年以降昭和５２年卒業までの代表で､年２・３回の会合を開いております。

この「－紅会」の活動によって東京同窓会への女性参加者が増加し、１９９８年

７月の東京同窓会総会では渡辺「－紅会」会長が東京同窓会副会長に選任されて

おります、
　東京同窓会が女性の参加により活発に運営されることを第一の日的にしており

ますので、皆様のご理解とご協力を心からお願い申し上げます。

平成13年東京同窓会　記念歌
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甲府中学・甲府一高　東京同窓会

年　　度 平成２年 平成３年 平成４年 平成５年 平成６年 平成７年 平

当番学年 昭和27･43年卒 昭和28･44年卒 昭和29･45年卒 昭和30･46年卒 昭和31･47年卒 昭和32･48年卒 昭和ａ

引継会 ７月22日(月)

東条会館

９月16日(水)

銀座ライオン

９月１日(目)

新宿駅好蘭

９月22日(木)

五反田ROCビル

９月１

銀座

役員会

学年代表

幹事会

４月26日(木)

東京駅精養軒

４月23日(火)

東京駅精養軒

４月17日(金)

東京駅精養軒

４月　８目(火)

東京駅精養軒

４月７日(火)

東京駅精養軒

４月21日(金)

銀座東武ホテル

４月２

東京j

総会 ６月18日(月)

上野精養軒

６月12日(水)

上野精養軒

６月11日(木)

上野精養軒

６月17日(木)

上野精養軒

６月17目(金)

上野精養軒

６月２日(金)

銀座東武ホテル

７月３

東京1

出席者数 404名

　(女性28名)

353名

(女性　名)

291名

(女性35名)

239名

　(女性28名)

294名(女性16名)

　(来賓７、特別会

　員17含む)

342名(女性37名)

　(来賓6､特別会員

　15含む)

528名

　(来賓

　221

会　費 男性8,000円

女性6,000円

男性8,000円

女性8,000円

男性10,000円

女性8,000円

男性10,000円

女性8,000円

男性10,000円

女性8,000円

男性10,000円

女性8,000円

男性］

女性］

年次繰越金 (1,200,000)

181,173円
723,621円 873,757円 326,703円 386,841円 430,019円 210

催し物

映画：水上達三

　私の履歴書

平野忠彦氏

　独唱

映画：

強行遠足

(ギミアブレイク)

｢甲州太鼓｣

　天野　宣と

　阿羅漢

映画：

空からみた甲府

母校校舎写真

　（３枚組）

映画：

我、学舎で化育

甲府一高校舎

物語

平野忠彦氏

　独唱

若尾嬢他１名

B GIX/1

演奏（ピアΛ

フルート）

林　乙

川上ｌ

特産貝

特記 ・吉田会長

　ご逝去

・渡辺会長代行

・母校に書籍代

　20万円寄贈

・母校改築に際

　して

　寄付金寒波

　に協力
．「日新鐘」第

　１号発行

・名刺交換帳を

　企画するも

　中止となる

・同窓会名簿作

　成

　(無料配布)

・テーマ：縦の交流

ﾚﾃﾞｨｰｽ部会発足

・渡辺会長

｢山梨県人会連合

　会｣会長に就任

・副会長、監事退任

・新任副会長

　伴野､秋山(哲)

　内藤、石川

監事；小宮山、飯野

顧問；河西、大森、

　　　立川

・日新鐘第２号

　発行

・女性j

　｢一

　足

・口碑

　発行

・総釜

　簿作

・基召

　24

当番学年

代表幹事

笠井盛男

　(27年卒)

寺田忠徳

　(28年卒)

石川波吾

　(29年卒)

神山　茂

　(30年卒)

名取　正

　(31年卒)

保科儒一

　(32年卒)

笠井

　(33



一高　東京同窓兪　各年度活動一覧表

(平成２年～平成１３年の１２年間)
・

●
－ 平成７年 平成８年 平成９年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年

学卒 昭和32･48年卒 昭和33･49年卒 昭和34･50年卒 昭和35･51年卒 昭和36･52年卒 昭和37･53年卒 昭和38･54年卒
）

ｌ

９月22日(木)

五反田ROCビル

９月19日(火)

銀座らん月

９月10日(火)

銀行倶楽部

９月９日(火)

東京會舘

９月９日(水)

銀行倶楽部

９月29日(金)

銀行倶楽部

月　日（）

４月　５日(木)

東京童舘

）

1軒

４月21日(金)

銀座東武ホテル

４月25日吠）

東京會舘

４月21目(月)

霞ケ関東京會舘

４月22日(水)

東京會舘

４月13日(火)

東京童舘

５月15日（月）

東京會舘

５月９日(水)

東京會舘

k）

６月２日(金)

銀座東武ホテル

７月３日(水)

東京童舘

７月２日(月)

東京食餌

７月８日(水)

東京童舘

７月10日(土)

東京會舘

７月14日(金)

東京會舘

７月13日(金)

東京會舘

鴎）

別会

342名(女性37名)

　(来賓6､特別会員

　15含む)

528名(女性83名)

　(来賓6､特別会員

　22含む)

534名(女性101名)

　(来賓６､特別会員

　20含む)

531名(女性102名)

　(来賓5､特別会員

　27含む)

468名(女性92名)

　(来賓７、特別会

　員17含む)

505名(女性89名)

　(来賓７、特別会

　員17含む)

500名の予定

円

円

男性10,000円

女性8,000円

男性10,000円

女性10,000円

男性10,000円

女性10,000円

男性10,000円

女性10,000円

男性10,000円

女性10,000円

男性10,000円

女性10,000円

男性10,000円

女性10,000円

９

430,019円 210,640円 413,109円 426,597円 528,340円 489,350円

若尾嬢他１名

ＢＧＭ

演奏（ピアノ、

フルート）

林　ひろみ

川上洋次歌唱

特産即売コーナ

金森静子独唱

古今卒寿輔

　司会と小噺

ロックバンド

生演奏

ダンスタイム

司会

保坂正紀(51年卒)

テレビ朝日アナ

ウンサー

合唱

音羽ゆりかご会

太鼓

日本太鼓同好

会（潮見台みど

り幼稚園）

チアリーダー

による演技

福引

独唱伊東剛

伴奏田中明子

司会伊藤英敏

(元YBSアナウ

ンサー)

クイズ

　甲斐の国

　不思議発見

゜テーマ；「いま、

新たなチャレンジ」

・日新鐘第７号

　発行

・役員改選

・新任副会長

　恩田、神山

　井上、笠井

　五十嵐

監事；小宮山、内藤

顧問；大森、立川

　　　伴野、飯野

摯作

li）

･テーマ:縦の交流

ﾚﾃﾞｨｰｽ部会発足

・渡辺会長

｢山梨県人会連合

　会｣会長に就任

･副会長、監事退任

・新任副会長

　伴野､秋山(哲)

　内藤、石JIr

監事;小宮山、飯野

顧問；河西、大森、

　　　立川

・日新鐘第２号

　発行

・女性ネットワーク

　「一紅会」発

　足

・日新鐘第３号

　発行

・総会出席者名

　簿作成・配布

・基金募集

　244,520円

・テーマ「夢みつ

　づけて」

・一紅会各学年代

　表者を幹事とし

　て登録幹事会に

　出席

・日新鐘第４号

　発行

・強歩遠足70回

　記念誌を販売

・ポラロイドカメ

　ラで撮影配布

’テーマ;「メモリ

　ーズオブュー」

・一紅会会長

東京同窓会の

　副会長に就

　任

・日新鐘第５号

　発行

｀テーマ；「いい

　日出会い」
・日新鐘第６号

　発行

・初めて土曜日

　昼に開催

・テーマ；

｢新世紀－

　共生の時代

　へ｣

・日新鐘第８号

　発行

幹事長土川俊雄

副幹事長

　　　太田東洋男

　μ　　前馬美代子

事務局長中村敏男

　　(36年卒)

幹事長武内緒司

副幹事長堀内高

　/･矢口百合子

　μ

事務局長

　　　山田常夫

　　　(38年卒)

幹事長　雨宮　忠

則幹事長

　　廣池哲夫

　/･小松寿恵

事務局長

　　樋泉靖志

　　(37年卒)
保科儒一

　(32年卒)

笠井莞爾

　(33年卒)

内藤　勲

　(34年卒)

田中友昭

(35年卒)

－17－



宵
回

　
一

心
別

田
Ｔ ｢崖|な｣の刮卜|表

年度 平成８年

　　　　　　　1996

平成９年

　　　　　　1997

平成１０年

　　　　　　　1998

当番学年 昭和３３年 平成３４年 平成３５年

｢一紅会｣

　幹事会

第１回幹事会

　東京會舘ｼｪﾛﾂｼｰﾆ

H8/3/7

〈会則作成チーム会合〉

第４回幹事会

東京會舘ｼｪﾛﾂｼｰﾆ

　H9/1/29(水)

新春講演会

　　ﾌ）ｼﾞｴｸﾄ会合

｢一紅会｣

新春講演会

第１回新春講演会

H10/1/17(土)

　　尾辻　紀子氏

銀座ﾛｼﾞｴﾄﾞ-ﾙ

反省会 理事会H10/1/17(土) Ｆ

｢東京同窓会｣

幹事会

H8/4/25(火)

　くS28～33年卒理事のみ

H9/4/25（月）

　「一紅会」幹事全員

　　東京同窓会幹事

H10/4/22(水)

東京同窓会副会長に

｢一紅会｣会長就任決定

｝

｢一紅会｣

幹事会

第２回幹事会

東京會舘　ｼｪﾛﾂｼｰ

　H8/5/29(水)

　理事のみ

　東京會舘　ｼｪﾛﾂｼｰﾆ

H9/6/1（水）

＊「一紅会」会則検討

第６会幹事会

　東京童舘ｼｪﾛﾂｼｰﾆ

H10/6/17(水)

穿

　ｌ

　ｌ

東京同窓会 H8/7/3(水)

東京會舘

H9/7/2（月）

　東京會舘

H10/7/8(水)

　東京會舘

｢一紅会｣

幹事会

　　引継会

　第３回幹事会

東京會舘　ｼｪﾛﾂｼｰﾆ

　　H8/9/25(水)

第５回幹事会

　霞ケ関東京會舘

H9/7/16（水）＊会則承認

　第７回幹事会

　銀座ﾛｼﾞｴﾄ≒ﾚ

H10/7/29(水)

斧

Ｉ

新春講演会

ﾌ）ｼﾞｴｸﾄ会

新春講演会提案

ﾌ）ｼﾞｴｸﾄ有志決定

ﾌ）ｼﾞｴｸﾄﾁｰﾑ発足

特記事項 　「一紅会」発足H8/3/7

　会長　渡辺　圭子

　副会長五十嵐節子

　会則ﾌ）ｼﾞｴｸﾄ

平成７年東京同窓会より

女性ﾈｯﾄﾜｰｸの会設立要請

　「一紅会」会則１０条施行

年度は、9/1～8/31

東京同窓会副会長に

　　「一紅会」会長就任

18－



10年

・5年

禽会

.゛ヱｸﾄ会合

折春講演会

'17(土)

：　紀子氏

ｴﾄﾞｰﾙ

)/1/17(土)

1998

1(水)

1会副会長に

｜会長就任決定

1ｼｪﾛﾂｼｰﾆ

(水)

剛
慟

休会

'ｴﾄ≒ﾚ

(水)

トム発足

副会長に

」会長就任

平成１１年

1999

　平成３６年

第８回幹事会

　四谷ｱｰﾊ≒/ｸﾗﾌﾞ

　H10/11/11(木)

第２回新春講演会

　H11/1/23(土)

　　井上　幸彦氏

　四谷ｱｰﾊﾞﾝｸﾗﾌﾞ

H11/2/12(金)

H11/4/13(火)

第９回幹事会

　四谷ｱｰﾊﾞﾝｸﾗﾌﾞ

　H11/7/10(火)

Hn/7/10(土)

東京會舘

第１０回幹事会

　ﾊﾟﾚｽﾎﾃﾙ

H11/7/26（月）

　ﾌ）ｼ≒ｸﾄ会合

東京同窓会より

　　「一紅会」への謝辞

平成１２年

　　　　　2000

　　平成３７年

第１１回幹事会

　四谷ｱｰﾊﾞﾝｸﾗﾌﾞ

H11/11/10(火)

第３回新春講演会

　H12/1/15(土)

　　平野　忠彦氏

一ツ橋如水会館

四谷ｱｰﾊﾞﾝH12/1/27(木)

H12/5/15(月)

　東京會舘

阿１２回幹事会

四谷ｱｰﾊﾞﾝｸﾃﾌﾞ

H12/6/15(木)

H12/7/14(金)

　東京童舘

　第１３回幹事会

　ﾎﾃﾙﾌﾗﾛｼｵﾝ青山

H12/7/28（金）

ﾌ）ｼ≒ｸﾄ会合

　「一紅会」役員改選

　会長　　五十嵐節子

　副会長　井上　若子

会則検討

誄:斉i峰子

平成１３年

2001

　平成３８年

　第１４回幹事会

　四谷ｱｰﾊﾞﾝｸﾗﾌﾞ

　H12/H/13（月）

＊会計承認　会則追記

第４回新春講演会

　H13/1/20(土)

　　　島田　紀夫氏

ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ケ谷(私学会館)

ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ケ谷H13/2/15(木

HI3/5/9(水)

　東京童舘

第１５回幹事会

　四谷ｱｰﾊﾞﾝｸﾗﾌﾞ

13/6/20(水)

H13/7/13(金)

　東京會舘

第１６回幹事会

　「一紅会」会則追記

第５条④会計１名

　　　理事会の総意で選出

　　　　⑤任期はいずれも

　　　　　　２年間とし
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平成13年度甲府中学・甲府一高

　　　　　当番学年（３８年）

当番学年幹事長 武
実

東京同窓会

　(５４年)

　内　紘
行委員一

司
同
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